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〔千葉医会誌(1969)45，380) 
仁雑報〕 Gottingen便り 1 
5月9日千葉を立って三度当地へ参りました。 8日の
学長選挙の義務を果たして出て来るつもりでおりました
が波高い千葉の海を後にして心残りです。
さて，こちらでは私の実験室， 人員 (Medizinische 
Technische Assistentin 1人， Doktorand 3人)も私
の到着前にきまっており，小世帯ながら出発いたしまし
た。住居は研究所から Robert-Kochstrasse，Univer-
si tatsstrasseを一直線に 2km山に登ったあたりにあり
ます。この Uni versi tatsstrasseというのは大学拡張の
ために 1965年ころまず建設した道で片側 2車線， 4m 
の歩道と同じ幅の自転車道がついています。目下は関係
者のみ通行が許されています。途中 1kmに Max-
Planck-Gesellschaftの Experimentelle Medizinの
研究所があります。この研究所と Univ.-st. をはさん
で反対側，南の山に至る約 lkmの聞に新しい Klinik
が建つ予定で地ならしが始っています。私の家の向かい
には理学部の建物が立っていますがまだ使われていませ
ん。その向こうに農学部，林学部と山の上に向かつて建
っています。 さらにその上には 67年 Nobel賞受賞者 
Eigenのための研究所が建設中です。過去の栄光を取
り戻そうと生まれ変わりつつある Gottingenの姿であ
るかもしれません。
しかし，大学改革の嵐はこの静かな山聞の大学にも押
しよせています。私の到着したころには連日のように新
しい学則決定のための Satzungskonzi1が聞かれており
ましたが，助手たちは新しい Satzungに責任を取ろう
とせず， 20% (40名)の参加を許されていた学生たち
も委員選挙が順調に行かなかったこともあってこれに加
わらず，一方，新しい学則が州政府に認められるかどう
かの問題も残し前途は多難な様子です。そうこうしてい
るうちにドイツ文学ゼミナールの不隠も聞えてきていま
す。 
6月の第 2週には Max-Planck協会のが Festsamm-
lungが当市の Stadthalleで聞かれ， Bonn から特別
列車で Lubke 大統領夫妻が， Munchen から会長 
Butenandt，Heisenbergら約 1000人が集まりました。 
Buter即 ldtは研究費の増額を報告し， また大学との協
同研究を提案しました。この大会はドイツの学術研究の
未来を照らす光明であるとともに，その反面を示す一事
件もありました。 
6月 13日，約 100人の学生たちは会場を出る Lubke
大統領一行を取り囲み， ために一行は立往生， これを
排除しようとした警官約 300人と乱闘になり， r遂に 
Gδttingenも，学生の頭に警棒が， そして式服に卵の
黄昧と染料の袋が」の事態に至ったと新聞は報じていま
す。
当日は 6時から 8時まで毎週金曜日生理講堂で行なわ
れている Ringvorlesungで前記 Max-Planck研究所
の Prof.Haaseが Motorikの講義をしていましたが， 
8時に講堂のテレビがニュースに切り変えられ Gott・ 
ingenの事件が Amsterdam の学生騒動と並び報道さ
れました。その後予定されていなかったことでしたが約 
10時まで学生と教官側とで研究費の問題，特に製薬会
社からの研究費補助について真剣に論じられました。
大学問題はいずこにあっても逃れられない世界的な課
題なのでしょう。遠く離れて当地の大学問題に接するに
つけても千葉大学医学部の改革が静かに，しかし大胆に
進められることを温かに祈っています。 
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